
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
個
性
的
な
経
営
で
勝
ち
残
る

化
学
産
業
に
必
要
な
も
の

藤吉建二氏日本化学工業協会会長

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ

　
化
学
業
界
は
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
で
活
躍
し
、
生
き
残
っ
た
も

の
が
勝
者
と
な
る
時
代
を
迎
え

た
。
個
性
的
な
技
術
が
強
み
と
な

る
。
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化

協

の
藤
吉
建
二
会
長

三
井
化

学
会
長

に
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

化
学
業
界
に
必
要
な
も
の
を
聞
い

た
。

◇
　
◇

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
化
学

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
従
来
は
自
動
車
や
電
機
な
ど

の
主
要
な
顧
客
が
日
本
に
集
中
し

て
い
た
た
め
、
日
本
で
世
界
最
高

水
準
の
技
術
を
追
求
し
、
世
界
を

リ
ー
ド
で
き
た
。
だ
が
、
韓
国
や

台
湾
、
新
興
国
勢
も
台
頭
し
、
日

本
企
業
も
多
く
海
外
に
進
出
し
て

い
る
。
化
学
業
界
は
本
当
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
向
け
、
マ
イ
ン
ド
を

変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本

に
は
研
究
開
発
力
と
、
顧
客
と
徹

底
し
て
す
り
合
わ
せ
て
製
品
を
開

発
す
る
と
い
う
、
長
年
受
け
継
が

れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
も
言
え
る
強
み
が

あ
る
。
こ
れ
を
海
外
で
も
発
揮
で

き
る
よ
う
に
人
材
や
組
織
を
整
え

れ
ば
、
日
本
の
化
学
企
業
は
負
け

な
い
」

　
―
日
本
の
化
学
業
界
は
ど
う
変

わ
る
べ
き
で
す
か
。

　
「
日
本
の
化
学
業
界
を

全

体

と
し
て
考
え
る
の
は
、
も
う

古
い
。
各
社
が
個
性
を
発
揮
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
世
界
で
勝
つ
会

社
に
な
る
こ
と
だ
。
も
は
や
日
本

の
化
学
で
は
な
く
、

世
界
の
化

学

。
実
際
、
す
で
に
各
社
は
変

化
し
て
い
る
。
昔
の
化
学
企
業
は

み
な
同
じ
よ
う
な
事
業
を
行
う
護

送
船
団
だ
っ
た
が
、
現
在
は
多
様

化
し
、
個
性
的
な
経
営
を
し
て
い

る
。
１
社
１
社
が
世
界
で
ナ
ン
バ

ー
１
、
２
の
も
の
を
持
つ
こ
と

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
勝
ち
残
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」

　
―
一
方
で
、
人
材
育
成
な
ど
各

社
の
協
力
し
た
取
り
組
み
も
活
発

化
し
て
い
ま
す
。

　
「
競
争
力
を
底
上
げ
す
る
基
盤

的
な
取
り
組
み
で
協
力
す
る
意
味

は
大
き
い
。
化
学
企
業
は
人
材
育

成
に
対
し
て
危
機
意
識
が
高
く
、

博
士
後
期
課
程
の
学
生
を
支
援
す

る

化
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム

に
は
す
ぐ
に

社
が
賛
同

し
、
集
ま
っ
て
く
れ
た
。
化
学
業

界
は
大
学
で
の
研
究
が
産
業
に
直

結
し
て
い
る
た
め
だ
。
ま
た
、
化

学
物
質
が
環
境
や
人
間
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
の
長
期
的
自
主
的

研
究
へ
の
支
援
を
、
日
化
協
が
窓

口
と
な
り

年
以
上
取
り
組
ん
で

い
る
」

　
―
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
を

多
く
輩
出
し
、
日
本
の
化
学
に
は

底
力
を
感
じ
ま
す
。

　
「
日
本
の
化
学
も
最
初
の
技
術

は
欧
州
か
ら
入
っ
て
き
た
が
、
基

礎
的
な
研
究
を
行
う
土
壌
や
能
力

が
あ
っ
た
こ
と
が
他
国
と
の
違
い

だ
ろ
う
。
資
源
の
な
い
日
本
に
と

っ
て
、
研
究
開
発
が
唯
一
の
強

み
。
逆
に
い
え
ば
、
資
金
や
資
源

が
な
く
て
も
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出

せ
る
。
現
在
、
化
学
業
界
で
は
原

料
が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
の
気
体
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
転
換
期
。
バ
イ
オ
マ

ス
に
も
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
。

若
い
人
に
は
、
世
界
の
化
学
者
と

し
て
新
し
い
こ
と
に
挑
ん
で
ほ
し

い
」

　
―
世
界
化
学
年
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
幅
広
い
人
に
化
学
を

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
「
世
界
が
抱
え
る
水
不
足
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
化
学
の

存
在
意
義
は
大
き
い
が
、
世
間
一

般
で
は
危
険
で
環
境
負
荷
が
大
き

い
な
ど
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
が
悩
み
の
種
だ
。
身
近
に
あ
る

化
学
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し

い
。
化
学
品
に
関
す
る
情
報
を
正

し
く
伝
え
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
い
」

未来への投資人材育成
モ
ノ
づ
く
り
競
争
力
の
カ
ギ
博
士
後
期
課
程
の
学
生
支
援

　
化
学
品
は
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
化
学
の
進
化
が
あ
る
か
ら
こ
そ
私

た
ち
の
生
活
が
よ
り
便
利
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
素
材
が
モ
ノ
づ
く
り
の
競
争
力

の
カ
ギ
と
な
り
、
日
本
の
産
業
界
の
発
展
を
支
え
て
き
た
。
化
学
品
は
裾
野
が
広

く
、
化
学
に
関
連
し
た
産
業
の
従
業
員
数
は

万
人
と
い
わ
れ
、
雇
用
の
面
で
も
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
化
学
産
業
で
は
研
究
現
場
で
活

躍
す
る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
化
学
業
界
で
は
優
秀
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 １０月３１日 月曜日 　　

世
界
化
学
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
産
学
官
の
代
表

が
講
演

左
か
ら
上
田
氏
、

野
依
氏
、
小
林
氏

会
場
で
は
学
生
と
野
依
氏

が
意
見
を
交
わ
す
姿
が
見
ら

れ
た

　
い
ま
、
世
界
で
は
産
業
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
日
米
欧
で
生

産
さ
れ
て
き
た
化
学
品
が
新

興
国
で
も
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
市
場
の
獲
得
競
争

が
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
、
南
米
、
中
東

な
ど
の
経
済
発
展
を
続
け
る

国
々
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ー
市

場
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
は
日
本
の
強
み
で
あ
る

付
加
価
値
が
高
く
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
素
材
の
開
発
に
力
を

注
が
な
け
れ
ば
生
き
残
り
は

難
し
く
な
る
。

　
そ
こ
で
、
人
材
育
成
が
重

要
と
な
る
が
、
日
本
の
博
士

課
程
修
了
者
数
は
米
国
、
中

国
よ
り
大
幅
に
少
な
い
。
特

に
、
中
国
の
博
士
課
程
修
了

者
数
は
こ
こ
数
年
で
急
激
に

増
加
し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
大
学
院
博
士
前

期
課
程
を
修
了
し
た
学
生
た

ち
が
後
期
課
程
へ
と
進
学
せ

ず
、
就
職
の
道
を
選
ぶ
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
。
企
業
は
博
士

号
を
取
得
し
た
学
生
は
社
会

経
験
が
少
な
い
た
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

と
れ
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

て
い
る
。
学
生
は
博
士
号
を

取
得
す
る
と
専
門
色
が
強
く

な
り
、
就
職
が
難
し
く
な
る

と
考
え
て
い
る
。
両
者
の
イ

メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
し
、
悪

循
環
に
陥
っ
て
い
く
と
懸
念

さ
れ
る
。

　
大
学
で
は
博
士
課
程
修
了

者
数
の
減
少
は
研
究
者
の
減

少
を
意
味
し
、
開
発
研
究
の

鈍
化
を
招
く
と
危
惧
。
そ
こ

で
、
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化
協

と
大
学
が
手
を

と
り
、
企
業
が
抱
く
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
べ
く
学
生
の

ふ
っ
し
ょ
く

こ
ろ
か
ら
社
会
人
に
必
要
と

さ
れ
る
能
力
の
育
成
に
力
を

注
ぎ
、
博
士
後
期
課
程
の
学

生
を
支
援
す
る
。

　
日
化
協
は
今
年
４
月
か
ら

「
化
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

応
募
が
あ
っ
た
大
学
院
専
攻

か
ら

専
攻
を
選
定
し
、
賛

同
を
得
た

社
が
支
援
す

る
。
ま
た
、
支
援
対
象
専
攻

の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
４
専

攻
を
選
定
。
そ
の
中
で
、
１

専
攻
の
学
生
一
人
に
３
年
間

に
わ
た
っ
て
月
額

万
円
の

奨
学
金
を
給
付
す
る
。

　
企
業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
も
多
数
行
う
。
例
え

ば
、
化
学
研
究
者
Ｏ
Ｂ
が
大

学
院
で
講
師
と
な
り
企
業
の

研
究
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授

し
た
り
、
就
職
支
援
や
研
究

発
表
会
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
企
業
と
学
生
の
交
流
を
深

め
る
手
伝
い
を
し
て
い
く
。

今
後
、
支
援
内
容
を
工
夫

し
、
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し

て
い
く
。

　
９
月
に
は
東
京
と
大
阪
で

「
化
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
　
２
０
１
１
年
度
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
き
、
支
援
対

象
専
攻
の
教
授
が
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
事
例
を
紹
介
し

た
。
東
京
工
業
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科
物
質
科
学
専

攻
の
安
藤
慎
治
教
授
は
「
社

会
が
ど
う
い
っ
た
人
材
を
求

め
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学

生
自
身
が
社
会
に
ど
の
よ
う

な
貢
献
が
で
き
る
の
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
。
博
士
号
を
取
得
す
る

こ
と
で
企
業
へ
の
就
職
の
優

位
性
な
ど
の
付
加
価
値
の
明

確
化
、
そ
し
て
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
が
重
要
と
考
え

る
。

　
そ
こ
で
、
欧
米
、
ア
ジ
ア

な
ど
と
積
極
的
に
交
流
を
行

い
、
周
囲
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
主
体
的
な
意
思
決
定

が
で
き
る
自
立
し
た
研
究
者

を
育
成
し
、
優
秀
な
学
生
に

ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
与
え
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

　
９
月

日
、
日
本
化
学
会

が
「
世
界
化
学
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
い
た
。
産

学
官
を
代
表
し
て
、
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

社
長
の
小
林
喜
光
氏
、
理
化

学
研
究
所
理
事
長
の
野
依
良

治
氏
、
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
長
の
上
田

之
氏
が
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
化
学
業
界

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
そ
こ
で
も
、
や
は
り
人
材

育
成
へ
の
課
題
が
論
点
と
な

っ
た
。
野
依
氏
は
「
研
究
者

は
強
い
覚
悟
を
持
ち
、
国
が

生
き
残
る
た
め
に
は
自
ら
が

思
想
、
哲
学
を
持
ち
、
主

張
、
行
動
を
実
行
し
、
国
際

社
会
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
教
育
は
未
来
へ

の
投
資
」
と
述
べ
た
。

　
企
業
ご
と
で
も
教
育
機
関

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
オ

ラ
ン
ダ
に
本
社
を
置
く
Ｄ
Ｓ

Ｍ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
フ
ト
、

気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヘ
ル

ス
・
健
康
の
３
分
野
の
研
究

開
発
力
で
独
自
色
を
出
し
て

い
る
。
さ
ら
に
発
展
す
る
た

め
に
、
日
本
の
持
つ
技
術
力

が
重
要
と
考
え
、
欧
州
で
は

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
異
業

種
間
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
日
本
企
業
間
で
も
取
り
入

れ
よ
う
と
取
り
組
む
。

　
同
社
は
一
橋
大
学
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の

米
倉
誠
一
郎
教
授
が
立
ち
上

げ
た
「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
を
支
援
し
、
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
ー
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
企

業
の
可
能
性
を
探
る
。
こ
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
約

社
が
参
加
し
、
産
学
連
携
の

オ
ー
プ
ン
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
る
。
来
年
３
月
に
は
研

究
発
表
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
企
業
、
大
学
、
政

府
が
一
丸
と
な
っ
て
日
本
な

ら
で
は
の
発
想
、
技
術
力
を

持
っ
た
研
究
者
の
育
成
を
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。


